
議会質問２日目！2番目の登壇でした。今回は、

1.災害に強いまちづくりについて

2.UIJ移住定住支援推進について

3.トイレに関して
4.水道事業について

以上4項目について、質問いたしました。

1.伊東市長から、自主防災組織活動の向上に向

けての取り組みで、長きにわたり実際に活動し

ている所には、更なる資材を給付する仕組みに

ついて、前向きな答弁をいただきました。
自力避難が難しい高齢者ら要支援者の災害時の

避難方法を事前に決めておき「個別避難計画」

の作成が遅れていると指摘し「なるべく早い時

期で」と求めました。

2.ＵIJ移住定住支援推進についても、人口減少

している児島、真備に候補地の推進を図ってい
ただくよう要望しました。伊東市長は地域を活

性化するため、岡山県外からの人たちを呼び込

む施策に力を入れていくと答弁されました。

3.健康福祉プラザ内のトイレが、ペーパーが出

ず壊れたままな現状を伝え、多くの市民の皆さ

まが利用する施設なので、温水洗浄便座にして

いただけるよう強く要望いたしました。

4.水道事業について

財政状況については、人口減少などによる料金

収入増加が見込めない状況で、利益減の状態に

なっていて、前年と比較すると約１.６億円減の
約２.４億円でしたが、現状は健全な経営が維持

できるとの答弁でした。水道料金については、

さまざまな財政状況や課題を含め今後審議会に
説明するなど、健全な事業継続を行っていくと

の答弁でした。

水道料金引き上げの際は、市民の皆さんの生活

に直結しているので、段階的に引き上げをおこ
なうよう要望しました。

くらしき北高
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大いに利用なさって下さい。
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水道事業に関してのご意見をお聞かせください。


